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2
に
つ
い
て 

1
に
つ
い
て 

厚
生
省
に
お
い
て
は
、
厚
生
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
総
合
研
究
事
業
（
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
六
年

度
ま
で
）
、
長
期
慢
性
疾
患
総
合
研
究
事
業
（
平
成
七
年
度
及
び
平
成
八
年
度
）
及
び
感
覚
器
障
害
及
び
免
疫
・
ア
レ
ル 

 
 

ギ
ー
等
研
究
事
業
（
平
成
九
年
度
以
降
）
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
事
業
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
班
を
設
置

し
、
気
管
支
喘ぜ

ん

息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
病
因
及
び
病
態
の
解
明
、
治
療
法
の
開
発
等
の

研
究
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
必
要
な
予
算
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
研
究

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
は
、
患
者
数
が
多
く
、
慢
性
的
な
経
過
を
た
ど
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
般
の
医
療
機

関
に
お
い
て
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
法
等
に
つ
い
て
の
情
報
の
収
集
及
び
提
供
に
つ
い
て
は
、
1
に
つ
い
て
で
述
べ
た
感
覚

器
障
害
及
び
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
等
研
究
事
業
に
お
い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
最
新
の
治
療
法
の
評
価
、
既
存
の
治
療
法

衆
議
院
議
員
上
田
勇
君
提
出
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 
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4
に
つ
い
て 

3
に
つ
い
て 

厚
生
省
に
お
い
て
は
、
2
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
予
防
方
法
及
び
治
療
方
法
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
必
要
な
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

の
再
評
価
等
に
関
す
る
研
究
を
実
施
し
て
知
見
の
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
「
喘
息
予
防
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
「
ア 

 
 

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
を
作
成
し
、
適
切
な
予
防
方
法
及
び
治
療
方
法
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
総
合
的
な
研
究
を
効
果
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
及
び
最
新
の
医
療
技
術
の

全
国
的
な
普
及
を
図
る
た
め
、
国
立
病
院
等
を
含
む
医
療
機
関
、
研
究
機
関
、
研
究
者
等
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。 

平
成
九
年
度
か
ら
、
厚
生
省
、
環
境
庁
、
文
部
省
等
の
関
係
六
省
庁
で
構
成
す
る
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
関
係
省
庁
に
お

け
る
免
疫
及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
研
究
に
係
る
研
究
課
題
の
調
整
等
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
事
業
も
含
め
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
地
域
保
健
事
業
の
う
ち
、
他
の
地
方
公
共
団

二 

 



 

6
に
つ
い
て 

5
に
つ
い
て 

ま
た
、
様
々
な
国
民
の
生
活
態
様
の
中
か
ら
特
定
の
家
計
支
出
を
抜
き
出
し
て
税
制
上
し
ん
し
ゃ
く
す
る
に
は
お
の
ず
か

ら
限
界
が
あ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の
除
去
食
品
、
代
替
食
品
等
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
新
た
な
所
得
控
除
を
設
け
る

御
質
問
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の
除
去
食
品
、
代
替
食
品
等
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
は
、
治
療
又
は
療
養
に
必
要
な
医

薬
品
の
購
入
等
の
対
価
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
三
条
に
お
い
て

一
般
的
な
家
計
負
担
の
水
準
を
上
回
っ
て
偶
発
的
に
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
医
療
費
の
負
担
に
よ
る
担
税
力
の
減
殺
を
し

ん
し
ゃ
く
す
る
見
地
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る
医
療
費
控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

な
お
、
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
自
己
負
担
の
額
が
高
額
と
な
る
場
合
に
は
、
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。 

医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
疾
病
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
保
険
者
等
に
一
定
の
自
己

負
担
を
求
め
て
お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
に
限
っ
て
こ
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

体
に
お
け
る
事
業
の
推
進
に
資
す
る
よ
う
な
先
駆
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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四 

こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。 


